
（１）第６７号中部方面混成団広報紙 かけはし

第６７号

web site

令和８年７月２７日

駐屯地司令
要望事項

『地位と共に』

団長要望事項

『本質を見極めよ』

『信頼を獲得せよ』

第２６期一般陸曹候補生課程及び令和８年度自衛官候補生課程

中部方面混成団創立１９周年・大津駐屯地創立６７周年記念行事

中部方面混成団副団長離着任

第４９普通科連隊長離着任

混成団各種訓練

大津駐屯地モニター終了式及び委嘱式

新隊員総合野営訓練を終えて



（２）第６７号中部方面混成団広報紙 かけはし

中
部
方
面
混
成
団
に
約
６
０
０
名
が
入
隊

第２６期一般陸曹候補生課程及び令和８年度自衛官候補生課程

着隊から入隊式までの記録

訓練写真

体力検定（3000ⅿ走）

大津駐屯地

中部方面混成団長訓示

空包射撃 ガス体験 １０㎞行進訓練

受 付 基本教練 ベットメイキング

宣 誓 被服の採寸

大津駐屯地

松山駐屯地 松山駐屯地

被服の交付

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

野
口

紀
幸

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
８
年
４
月
５
日

松
山
駐
屯
地
、
４
月
12
日
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
２
６
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程

及
び
令
和
８
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程
の
入
隊
式
を
挙
行
し
た
。

入
隊
式
に
臨
ん
だ
新
隊
員
た
ち
は
、
着
隊
か
ら
約
１
週
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
節
度
あ

る
動
作
と
規
律
正
し
い
態
度
を
披
露
し
、
ま
っ
す
ぐ
見
据
え
る
そ
の
表
情
に
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
教
育
へ
の
覚
悟
と
自
衛
官
と
し
て
の
使
命
感
へ
の
強
い
決
意
が
感
じ
ら
れ

た
。
初
々
し
さ
の
中
に
も
凛
と
し
た
姿
は
会
場
に
訪
れ
た
来
賓
及
び
ご
家
族
に
大
き
な

期
待
感
を
抱
か
せ
た
。

団
長

野
口
１
佐
は
、
「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
教
育
訓
練
は
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に

も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
訓
練
に
は
意
味
が
あ
り
、
厳

し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
た
経
験
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
自
身
を
守
り
、
仲
間
を
守

り
、
国
民
を
守
る
力
と
な
り
ま
す
。
自
衛
隊
は
、
仲
間
と
共
に
任
務
を
遂
行
す
る
組
織

で
す
。
互
い
を
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
本
日
の
初
心
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
誇
り
と
責
任
を
胸
に
、
立
派
な
自

衛
官
へ
と
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と
訓
示
を
述
べ
た
。

今
後
、
新
隊
員
た
ち
は
約
３
か
月
に
わ
た
る
教
育
期
間
の
中
で
、
自
衛
官
と
し
て
必

要
な
知
識
及
び
技
能
を
学
び
、
慣
れ
な
い
集
団
生
活
や
厳
し
い
訓
練
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
仲
間
と
と
も
に
支
え
あ
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
。

武器授与式

着 隊
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中部方面混成団創立１９周年

その他こんなブースも！！

躍動 率先 信頼
大津駐屯地創立６７周年

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
（
中
部
方
面
混
成
団
長
兼
ね
て

大
津
駐
屯
地
司
令

野
口
紀
幸

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
８
年
４
月
26

日
中
部
方
面
混
成
団
創
立
19
周
年
及
び
大
津
駐
屯
地
創
立
67
周
年
記
念

行
事
を
挙
行
し
た
。

今
年
度
の
記
念
行
事
は
、
「
躍
動
」
「
率
先
」
「
信
頼
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
挙
げ
、
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
各
部
隊
が
心
を
一
つ
に
し
て

本
行
事
に
臨
ん
だ
。

式
典
で
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
部
内
外
か
ら
多
く
の
来
賓
が
参
列

す
る
中
、
司
令
は
式
辞
に
お
い
て
「
こ
こ
滋
賀
県
大
津
市
に
所
在
す
る

陸
上
自
衛
隊
大
津
駐
屯
地
は
、
全
国
で
も
最
大
規
模
の
中
部
方
面
区
２

府
19
県
に
所
在
す
る
隊
員
の
教
育
を
主
任
務
と
し
て
「
人
を
育
て
る
」

こ
と
を
使
命
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
任
務
は
、
国

防
や
災
害
派
遣
な
ど
、
い
ず
れ
も
高
度
な
判
断
力
と
強
い
使
命
感
を
求

め
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
す
べ
て
の
原
点
は
、
「
教
育
」
に
あ
り

ま
す
。
「
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に

務
め
も
っ
て
国
民
の
負
託
に
応
え
る
。
」
こ
の
宣
誓
を
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
が
ご
と
く
、
教
育
に
お
い
て
は
、
知
識
や
技
能
の

み
な
ら
ず
、
規
律
心
、
責
任
感
、
仲
間
を
思
う
心
な
ど
を
育
む
こ
と
が

教
育
部
隊
の
果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
る
と
考
え
、
日
々
の
教
育
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
教
育
は
、
決
し
て
我
々
教
育
部
隊
の
努
力
だ

け
で
成
り
立
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
素
よ
り
、
当
駐
屯
地
の
活

動
に
深
い
ご
理
解
を
示
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る

ご
来
賓
の
皆
様
、
関
係
機
関
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
存
在
が
あ
っ
て

こ
そ
、
我
々
は
安
心
し
て
訓
練
と
教
育
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
。
施
設
の
整
備
、
訓
練
環
境
の
確
保
、
隊
員
の
生
活
を
支
え
る

数
々
の
ご
配
慮
の
一
つ
一
つ
が
、
教
育
の
質
を
支
え
る
力
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
」

と
述
べ
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
こ
の
春
入

隊
し
た
、
新
隊
員
約
４
０
０
名
が
若
々
し
く
溌
剌
と
し
た
徒
歩
行
進
を

披
露
し
、
約
１
か
月
で
成
長
し
た
わ
が
子
の
姿
に
感
動
す
る
家
族
も
見

受
け
ら
れ
た
。

そ
の
他
、
新
隊
員
に
よ
る
自
衛
隊
体
操
、
新
企
画
の
陸
曹
候
補
生
に

よ
る
５
本
綱
引
き
、
装
備
品
性
能
展
示
、
高
機
動
車
体
験
試
乗
等
を
実

施
し
、
県
内
外
か
ら
来
場
し
た
約
２
５
０
０
名
の
人
で
賑
わ
い
本
行
事

は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

団長による式辞

巡 閲

車両行進 観閲行進 装備品性能展示

新隊員による自衛隊体操 新企画！５本綱引き 新企画！５本綱引き

装備品展示 高機動車体験試乗 エアードーム キッチンカー
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第４７普通科連隊合同訓練第４９普通科連隊野営訓練

第４９普通科連隊長着任 中部方面混成団副団長着任
中部方面混成団 副団長
１等陸佐 加々尾 哲郎
生年月日 S44.12.10 （56歳）
出身：東京都
職種：普通科
９３Ｂ（防大３７期）

第４９普通科連隊 連隊長
１等陸佐 杵淵 賢一
生年月日S46.5.27（55歳）
出身：埼玉県
職種：普通科
９５Ｕ

H ５ 第２６普通科連隊 （留 萌）
H ８ 調査学校付 （小 平）
H ９ 通信学校付 （久里浜）

（米タフツ大学フレッチャー法律外交学院留学）
H１２ 第１５普通科連隊 （善通寺）
H１５ 幹部学校付 （目 黒）
H１７ 第２１普通科連隊中隊長 （秋 田）
H１９ 陸上幕僚監部防衛部防衛課 （市ケ谷）
H２４ 幹部学校教育部幹部学校付 （目 黒）
H２５ 研究本部研究員 （朝 霞）
H２６ 東部方面総監部防衛部防衛課長 （朝 霞）
H２８ 第１４普通科連隊長 （金 沢）
H３０ 東北方面指揮所訓練支援隊長 （仙 台）
R 元 教育訓練研究本部主任研究開発官 （目 黒）
R ４ 部隊訓練評価隊長 （北富士）
R ６ 第５２普通科連隊長 （真駒内）
R ８ 現 職 （大 津）

H ８ 第４０普通科連隊 （小 倉）
H１６ 幹部学校付 （目 黒）
H１８ 第４師団司令部第３部 （福 岡）
H２０ 第２７普通科連隊第３中隊長 （別 海）
H２２ 陸上幕僚監部人事部人事計画課 （市ヶ谷）
H２３ 幹部学校教育部 （目 黒）
H２５ 第１５旅団司令部第１部長 （那 覇）
H２７ 北部方面総監部防衛部防衛課 （札 幌）
H２９ 統合幕僚監部総務部

人事教育課人材育成班長 （市ヶ谷）
R元 第１７普通科連隊長 （山 口）
R３ 第３陸曹教育隊長 （板 妻）
R５ 旭川駐屯地業務隊長 （旭 川）
R７ 教育訓練研究本部教育部教官 （目 黒）
R８ 現 職 （豊 川）

着任副団長ご挨拶

第
12
代
目
中
部
方
面
混
成
団

副
団
長
加
々
尾
１
佐
は
、
第
52

普
通
科
連
隊
（
真
駒
内
）
よ
り
、

令
和
８
年
３
月
13
日
付
で
着
任

さ
れ
、
大
津
駐
屯
地
の
今
後
の

更
な
る
発
展
と
充
実
に
向
け
た

力
強
い
抱
負
及
び
決
意
を
述
べ

ら
れ
た
。

令
和
８
年
３
月
16
日
、
豊
川
駐
屯
地
に

お
い
て

第
12
代

第
49
普
通
科
連
隊
長

杵
淵

賢
一
１
等
陸
佐
の
着
任
式
を
挙
行

し
た
。

杵
淵
連
隊
長
は
、
統
率
方
針
を
「
任
務

の
完
遂
」
と
し
、
「
使
命
の
確
立
と
堅
持
」

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
そ
の
た
め
の
心
理
的

安
全
性
の
確
保
」
「
勝
ち
に
こ
だ
わ
り
敗

け
な
い
を
追
求
」
を
要
望
事
項
と
し
た
。

着
任
の
辞
に
お
い
て
、
「
本
職
は
、
統

率
方
針
に
基
づ
き
隊
務
を
運
営
す
る
。
諸

官
は
こ
れ
を
具
現
す
る
た
め
の
要
望
事
項

を
常
に
意
識
し
隊
務
に
取
り
組
ん
で
も
ら

第
47
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
５
月
９
日
原
村

演
習
場
に
お
い
て
、
直
轄
小
隊
合
同
訓
練
を
実
施
し

た
。本

訓
練
は
、
情
報
小
隊
及
び
施
設
作
業
小
隊
の
常

即
15
名
が
参
加
し
、
常
備
自
衛
官
に
よ
る
偵
察
ボ
ー

ト
の
組
み
立
て
の
展
示
・
説
明
の
実
施
後
、
常
備
自

衛
官
、
ベ
テ
ラ
ン
即
自
隊
員
指
導
の
も
と
、
組
み
立

て
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、
洋
上
潜
入
を
想
定
し
、

実
際
に
偵
察
ボ
ー
ト
に
オ
ー
ト
を
乗
せ
操
船
訓
練
を

実
施
し
た
。

各
隊
員
か
ら
は
「
災
害
派
遣
等
に
お
い
て
も
必
要

不
可
欠
な
ス
キ
ル
だ
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
今
後
も

練
度
の
向
上
を
図
り
、
任
務
完
遂
の
た
め
招
集
訓
練

に
邁
進
し
て
い
く
。

第
49
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
８
年
５
月
7
日
か
ら

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
第
１
次
連
隊
野
営
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
２
個
普
通
科
中
隊
及
び
各
直
轄
小
隊

に
よ
り
攻
撃
準
備
か
ら
陣
地
攻
撃
ま
で
の
一
連
の
行

動
を
連
続
状
況
下
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に

第
１
次
連
隊
斥
候
要
員
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

各
部
隊
は
、
偵
察
活
動
に
よ
り
敵
陣
地
の
把
握
か

ら
の
陣
地
攻
撃
を
実
施
し
、
所
望
の
成
果
を
得
た
。

ま
た
、
第
１
次
連
隊
斥
候
要
員
集
合
訓
練
で
は
潜
入

に
引
き
続
く
敵
情
偵
察
を
演
練
し
、
各
要
員
の
練
度

向
上
を
図
っ
た
。

い
た
い
。
ま

た
強
い
部
隊

は
一
朝
一
夕

に
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

地
道
に
少
し

ず
つ
、
時
間

は
か
か
る
だ

ろ
う
が
私
に

付
い
て
き
て

も
ら
い
た
い
」

と
訓
示
さ
れ

た
。

離任第４９普通科連隊長見送り

令
和
８
年
３
月
13
日
、

第
11
代
第
49
普
通
科
連
隊

連
隊
長

近
藤
１
佐
は
、

令
和
８
年
３
月
16
日
付
け

で
陸
将
補
に
特
別
昇
任
し

定
年
退
官
さ
れ
た
。

離任副団長見送り

第
11
代
目
中
部
方
面
混

成
団
副
団
長

伊
藤
１
佐

は
令
和
８
年
３
月
13
日
付

で
離
任
さ
れ
、
陸
上
自
衛

隊
中
央
業
務
支
援
隊
（
市

ヶ
谷
）
へ
転
出
さ
れ
た
。
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第４陸曹教育隊（陸曹候補生課程） 第４陸曹教育隊（陸曹中級課程）

新隊員総合野営訓練を終えて

大津駐屯地モニター終了・委嘱式

大
津
駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー
・
令
和
７

年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
終
了
式
及
び
令
和
８
年
度
防
衛
モ
ニ

タ
ー
及
び
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
実
施
し
た
。

終
了
式
で
は
、
終
了
す
る
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
へ
、
各
種
行

事
の
参
加
や
広
報
活
動
へ
の
ご
協
力
に
対
し
、
駐
屯
地
司
令

よ
り
終
了
証
及
び
メ
ダ
ル
を
授
与
す
る
と
と
も
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
委
嘱
式
で
は
、
令
和
８
年
度
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
へ
駐
屯
地
司
令
よ
り
委
嘱
状
を
授
与
し
、
今
後
の
活

動
へ
の
期
待
を
込
め
て
激
励
を
行
っ
た
。

ま
た
、
駐
屯
地
見
学
や
体
験
喫
食
を
行
い
自
衛
隊
へ
の
親

近
感
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

防
衛
モ
ニ
タ
ー
及
び
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
は
、
自
衛
隊
及
び

駐
屯
地
に
対
す
る
理
解
促
進
や
地
域
と
の
信
頼
関
係
構
築
な

ど
の
目
的
で
行
わ
れ
て
お
り
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
聴
収
す
る
意

見
は
、
広
報
活
動
や
各
種
行
事
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

モ
ニ
タ
ー
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
大
津
駐
屯
地
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

終了証授与

記念メダル授与

委嘱状授与

第
４
陸
曹
教
育
隊
中
曹
教
育
中
隊
は
、
日
吉
原
演

習
場
に
お
い
て
第
23
期
陸
曹
中
級
課
程
総
合
訓
練
を

実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
状
況
判
断
及
び
実
員
指
揮
を
概
ね

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
段
列
開
設
予
定
地
域

の
確
保
・
警
戒
任
務
が
学
生
た
ち
に
付
与
さ
れ
た
。

学
生
た
ち
は
、
不
測
事
態
に
対
す
る
迅
速
か
つ
確

実
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
訓
練
で
培

っ
た
知
識
・
技
能
を
十
分
に
発
揮
し
小
隊
長
及
び
分

隊
長
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
認
識
し
相
互
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
任
務
を
遂
行
し
た
。

第
４
陸
曹
教
育
隊
共
通
教
育
中
隊
は
、
長
池
演

習
場
に
お
い
て
第
14
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程
及

び
第
１
４
９
期
陸
曹
候
補
生
課
程
（
1
次
）
の
総

合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
徒
歩
行
進
に
引
き
続
き
、
軽
易
な

状
況
に
対
す
る
小
銃
分
隊
長
等
の
実
員
指
揮
及
び

状
況
判
断
の
概
要
習
得
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

学
生
た
ち
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
次
々
起
こ
る

状
況
を
学
生
一
人
一
人
が
、
自
分
の
役
割
を
理
解

し
、
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
任
務
を
遂
行
し
た
。

写 真

写 真

写 真

私
は
、
総
合
野
営
に
行
く

前
は
不
安
と
楽
し
み
が
半
分

半
分
で
し
た
。

特
に
不
安
に
感
じ
て
い
た

の
は
25
キ
ロ
徒
歩
行
進
で
す
。

入
隊
ま
で
重
い
荷
物
を
持

っ
て
長
い
距
離
を
歩
く
こ
と

が
無
か
っ
た
の
で
自
分
が
ど

こ
ま
で
歩
け
る
の
か
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
歩
い
て
み
る
と
、
と

て
も
き
つ
く
脚
が
重
た
く
な

り
、
時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ

ど
諦
め
た
く
な
り
ま
し
た
が
、

私
よ
り
10
歳
離
れ
た
同
期
達

が
私
の
背
嚢
を
後
ろ
か
ら
押

し
、
声
を
か
け
励
ま
し
て
い

た
だ
き
無
事
完
歩
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

完
歩
し
た
あ
と
の
達
成
感

は
、
何
と
も
言
え
な
い
も
の

で
あ
り
こ
の
区
隊
の
仲
間
で

な
け
れ
ば
完
歩
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
を
通
し
て
野

外
勤
務
、
掩
体
構
築
、
通
信

と
い
っ
た
座
学
等
で
習
っ
た

こ
と
を
演
習
場
に
実
際
行
っ

て
み
て
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
や
、
改
善
が
必

要
な
点
な
ど
を
身
を
も
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
良

か
っ
た
で
す
。

今
回
の
総
合
野
営
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
発
揮

し
て
い
き
た
い
で
す
。

我
々
は
25
キ
ロ
徒
歩
行
進

を
完
歩
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

我
々
新
隊
員
に
と
っ
て
大
変

厳
し
い
も
の
で
し
た
。
梅
雨

の
晴
れ
間
の
日
差
し
は
、

我
々
の
肌
を
焼
き
、
坂
道
は

永
遠
に
続
く
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
背
嚢
は
肩
と
腰

を
圧
迫
し
、
戦
闘
靴
は
そ
の

重
み
を
段
々
と
増
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
体
中

の
痛
み
は
最
早
尋
常
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
我
々
は
同
期
へ
の

思
い
遣
り
を
忘
れ
ま
せ
ん
で

し
た
坂
道
で
隊
形
を
崩
す
同

期
を
我
々
は
励
ま
し
、
互
い

に
背
中
を
押
し
支
え
ま
し
た
。

こ
の
際
私
は
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
で
一
度
も
な
か
っ
た
思

考
、
行
動
原
理
を
発
見
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
絆
と
い
う
も

の
で
し
た
。
入
隊
前
の
自
己

本
位
的
な
思
考
は
薄
れ
、
私

は
同
期
と
苦
楽
を
と
も
に
し
、

一
帯
感
を
確
認
し
ま
し
た
。

文
字
通
り
我
々
は
一
つ
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
我
々
は
離
散
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
応
じ
た

後
期
教
育
に
入
り
ま
す
が
、

艱
難
辛
苦
の
中
見
上
げ
た
青

空
は
、
日
本
の
ど
こ
に
い
て

も
繋
が
っ
て
い
る
と
信
じ
、

と
も
に
日
本
を
守
る
防
人
と

し
て
「
場
所
は
違
え
ど
、
絆

は
永
遠
で
あ
る
。
」
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

１０９教育大隊３１４中隊

２等陸士 貫名 龍之介

。

１０９教育大隊３１５中隊

２等陸士 熊本 圭吾

体験喫食
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